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巻頭言                佐藤 剛 

東京パラリンピックを応援しましょう 

東京で夏季パラリンピックが開催まで 1000 日を切りました。前回のリオデジャネイロパラリ

ンピックには、宮城県出身選手、監督 1 名（柔道男子）、選手 5 名（アーチェリー1 名、車椅子

バスケットボール 3名、車いすラグビー1名）が参加し、また、東京大会から採用される、パラ

バドミントンでも世界ランク 1位の選手に大きな期待がもたれています。 続きは P２へ 

2017～2018 年度 クラブ役員 

会   長 及川 浩美 会員増強 村井 伸夫 地域奉仕 多田 修 

副 会 長 佐藤 剛 YMCA 清水川 洋 地域奉仕 伊勢 文夫 

書   記 加藤 研 YMCA 佐藤 健吾 地域奉仕 阿部 松男 

会   計 門脇 秀知 国際・交流 佐藤 善人 ブリテン 佐藤 健吾 

監   査 高篠 伸子 国際・交流 菅野 健 ブリテン 荒木 啓二 

ﾒﾈｯﾄ 会長 松本 京子 国際・交流 本野日出子 直前会長 及川 浩美 

ドライバー 菅野 健 ユース 布宮 圭子 担当主事 荒木 啓二 

12 月第１例会報告 

在籍者 17 名 出席者 12 名 メイキャップ 1 名 出席率 71％ 

メネット 2 名 ゲスト・ビジター  0 名 ニコニコ 12,000 円 

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF SENDAI  HIROSEＧAＷA 

   

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 

   2018 年 1 月号ブリテン 通算第 80 号 2018.1.20 

２０１７―２０１８年度 主 題（Theme） 

国 際 会 長   Henry Grindheim（ノルウエー） 「ともに、光の中を歩もう」 

アジア 会長   Tung Ming Hsiao   (台湾）   「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事    栗本 治郎 （熱海）      「広げよう ワイズの仲間」 

北東部 部長   鈴木伊知郎（宇都宮東） 「距離に負けるな北東部、各クラブの個性を磨こう」 

クラブ 会長   及川 浩美              「ワイズメンに誇りを持とう！」 

                                                   ～Let’s take pride in Y’s Men！～ 

 

 

「ワイズメンに誇りを持とう！」 

 

              今月の聖句                菅野 健 

イエスは言われる。「御子を信じる人は、永遠の命を得る。」 

ヨハネによる福音書 ３章３６節 

                              

 

「実に、すべての人々に救いをもたらす 

テトスへの手紙 2 章 11 節 
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世界平和の懸け橋となれ！！東京パラリンピック 2020 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京パラリンピック      佐藤 剛 

 

前回のパラリンピック・リオデジャネイロ大会は、159 の国と地域・初結成となる難民チームか

ら選手が出場、史上最大規模となる約 4300 名の選手が集まりました。 

一方、パラリンピックの直前に開催されたオリンピック・リオデジャネイロ大会は、206 の国と

地域から約 11000 名以上の選手が参加。選手数こそパラリンピックの倍以上ですが、国と地域の数

を見ると、パラリンピックの規模も大きく広がりつつあることがわります。 

 パラリンピックのはじまりは、戦争で負傷した兵士たちが 1948 年のロンドンオリンピック開会

式と同じ日に病院内で行った競技大会が起源とされています。その後、国際パラリンピック委員会

が発足、オリンピックとの相互作用による関係強化が目指され、2000 年のシドニーオリンピック

以降、オリンピックの開催都市でオリンピック開催後に続けてパラリンピックを開催することとな

りました。 

 パラリンピックには身体にさまざまな障害を持った選手が参加するため、オリンピックにはない

競技や、競技別に設けられた細かな出場条件などがあります。出場資格は、基本的に、現在は聴覚

障害者（第１回大会聴覚障害者世界大会デフリンピックが 1924 年フランスで第１回大会開催）・精

神障害者の出場は認められていません。その他の視覚障害や脳性麻痺・運動機能障害・切断などの

障害がある人は出場することができます。 

競技に関する部分についてはオリンピックとそれほど変わるものではなく、定められている参加

標準記録の突破や世界ランキングの上位であること、世界選手権など権威ある大会で上位になって

いることなどが、出場権を獲得するための最低条件です。パラリンピックの出場選手も、オリンピ

ックの出場選手と同様に幾多の困難を乗り越えて出場資格を勝ち取っているということがよくわ

かります。 

 東京に向けて期待される競技は、オリンピックでは水泳や柔道・レスリングなどが、常にメダル

獲得の有力候補として注目されていますが、パラリンピックでは主力として水泳や陸上・柔道など、

幅広い分野で競技が注目されています。水泳では、ベテランの名選手や世界選手権で活躍するホー

プなど期待される選手が多数おり、多くののメダル獲得が予想されています。陸上競技においても、

近年は日本のレベルが向上。肢体不自由のクラスで短距離や走り幅跳びなど、世界トップの成績に

匹敵する選手が成長してきています。柔道でも、日本選手はお家芸の国として美しく強い柔道を展

開。各階級全てでメダルの期待がかかっています。東京大会から導入される、パラバドミントンで

も、世界ランク入りしている選手がおり大いに活躍が期待されています。団体競技でも、車いすラ

グビー、ボッチャ、ゴールボール、車椅子バスケット大いに期待できそうです。歴史やルールを知

ることがパラリンピックを楽しむための第一歩です。その競技の出場条件やルールなどをよく理解

すれば、選手たちのパフォーマンスがどれほど素晴らしいものなのかがよくわかると思います。広

く情報を集め、選手の活躍に声援を送りましょう。 

 また、ルールや条件と整えれば、障害のあるなしにかかわらず楽しむことができます。例えば、

車椅子バスケットボールや車いすラグビーは、車椅子を使った競技として、視力障害をもつ人のた

めに考案された対戦型ゲームゴールボールは、アイマスクを使った競技として、また、シッティン

グバレーボールは、座った姿勢で行うバレーボールで下肢に障害のある方と共に楽しむことができ

る競技です。応援するだけでなく、大いにスポーツを楽しみましょう。興味のある方は、ご一報を。 
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1２月・第一例会 

日 時：１２月１９日（火） 

場 所：シェルブール 一番町  

時 間：１９時～２１時 

出席者：阿部、伊勢、及川、加藤、菅野、多田 

門脇、佐藤（健）、本野、高篠、村井 

荒木、多田メネット、及川メネット 

12 月 1 日にご逝去された吉田俊一さんに黙祷、感謝を捧げさせて頂きました。クラブ員一同

ご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

今年もクリスマス例会が実施されました。神様に心から感謝致します。膝に怪我を負った及川

会長の開会点鐘で例会がスタートしました。貸切のスペースは周囲を気にする必要もなく、和気

あいあいの中、例会が進みました。及川メネット、多田メネットにも参加頂き感謝致します。街

頭募金の連絡、仙台ＹＭＣＡクリスマス会の報告の後、お酒のペースも上がって行きます。宴も

たけなわになった頃、仙台広瀬川ワイズメンズクラブ恒例の年末オークションのスタートです。

個人で持ち寄った品物を「１，０００円」「１，５００円」と値を上げ落札して行きます。物品

の横顔は、お酒類、お餅、小物グッズ、衣類などなど。目玉は伊勢メンの絵画です。今年も高値       

での落札となりました。年末の忙しい時期ではありましたが、クラブ会員と共に１年間共に歩め  

た歓びを分かち合いながら、有意義な時間を過ごすことができました。    （荒木啓二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２３日（祝）、午前１０：３０～１２：００ 午後１３：３０～１５：００ 

仙台市内、一番町を中心に２回目の街頭募金活動が行われました 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブからは阿部メン、菅野メン、 

加藤メンに参加頂きました。感謝致します。 

市民の皆さまから寄せられた募金は 110,337 円でした。感謝です。 

１１月２３日の街頭募金は 94,462 円、合計 204,799 円 

今後も仙台広瀬川ワイズメンズクラブは 

積極的に協力を進めて行きます！！   （荒木啓二） 

国際地域協力募金・街頭募金活動 
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1 月第二例会 報告 

 

☆「2018 年１月１０日(水) １月第２例会報告」仙台 YMCA２０３教室 18:45～20:00 

   

黙祷 

１．開会点鐘                        及川浩美 

２．ワイズソング・ワイズの信条                一同 

３．会長挨拶                        及川浩美 

４．協議・確認 

 ① 会長報告、 

   ⅰ第 28回アジア太平洋地域大会第１回 HCC アジェンダ報告： 

     12 月 10 日(日)四谷 Y同盟会館にて開催。及川会長出席。大会各委員や 

     概要の確認・テマー及びシンボルを今後選定する事や予算概算の検討等が 

     行われた。次回は 3月 17 日(土)仙台 YMCA にて。 

   ⅱユース・コンボケーション：荒木担当職員より、1人でも多くのユースへの 

     声掛けと大会への支援協力依頼あり。 

   ⅲ次期会長選出の件：現在まだ決定できる段階ではないが、限られた時間の中で 

     慎重に選出して行きたい。 

   ⅳ半期会計報告：門脇会計より半期における会費の納入状況報告があり、更なる 

     スムーズな納入をお願いしたいとの連絡あり。 

   ⅴﾒﾈｯﾄ活動：12月 13 日(水)Y にて Y幼稚園へ提供の作品作成し完成、贈呈する。 

 ② 各担当者から提案・報告 

   ⅰ1月 26 日(金)2018 年新年合同例会 (石巻クラブ担当)  

     石巻グランドホテル 18:30~20:45 会費 5,000 円 

     YMCA バスが仙台駅東口バスプールより出ます。16:45 発です。 

ⅱ２月 11日(祝)「維持会員交流親睦会」一番町シェルブール 17:30~19:30 

  ワイズ・会員・職員の「つながり」深めるために！ \2,000 円 

ⅲブリテン原稿：巻頭言・佐藤剛 

５．閉会挨拶                        佐藤 剛 

６．閉会点鐘                        及川浩美 

 

 

地域社会奉仕 CS 活動報告 

 

アルミ缶回収：12月 3日(日 )回収後換金 金額 4,536 円 

これからも積極的に地域社会奉仕を行います 

報告者 阿部メン 
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12 月 13 日に広瀬川ワイズメンズクラブメネット会の皆さんより手作りのエプロンシア

ターをいただきました。当日は園児と一緒に直接手渡しでいただくことができました。 

 題名は「ネズミくんのびっくり誕生会」で、色々な動物や豪華なケーキが登場し、ネズ

ミくんのお誕生日を祝うという内容です。 

                         布地を選ぶところからエプロンシ

アターを作成するのはとても大変

なことだったと思います。気持ち

のこもったエプロンシアターをお

誕生会の時などに園児たちとたく

さん楽しんでいきたいと思います。 

                       メネットの皆さんに感謝申し上げます。 

                                                      

仙台ＹＭＣＡ 

                        認定こども園仙台ＹＭＣＡ幼稚園 

（園長 高橋祐子） 

 

  

1 月 23 日（火） 国際地域協力募金実行委員会 19:00～ 

1 月 26 日（金） ４クラブ合同新年例会 石巻グランドホテル 18:30～ 

2 月 7 日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第二例会 

2 月 11 日（祝） 仙台 YMCA 全体職員会議 

2 月 21 日（水） 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第一例会 

2 月 28 日（水） ピンクシャツデイ 

編集後記 

吉田さんの悲しみを乗り越え、クラブ員

一同新年を迎えられた事に感謝致しま

す。今年も一年生き生き楽しく活動をさ

せて頂きます          K・A 
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メネット活動・エプロンシアター寄贈 

新年あけましておめでとう

ございます。今年もよろしく

お願い致します 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 

 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 

   ～スローガン～ 

「ワイズメンに誇りを持とう！」 


